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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周波数帯が異なる複数の情報伝送チャネルを用いて移動機と通信を行う基地局装置であ
って、
　前記移動機から送信された信号に基づいて、周波数の変化に対する該信号の信号強度の
変動である周波数変動を測定する周波数変動測定手段と、
　前記移動機から送信された信号に基づいて、時間経過に対する該信号の信号強度の変動
である時間変動を測定する時間変動測定手段と、
　前記周波数変動測定手段によって測定された周波数変動が所定の周波数変動閾値よりも
大きく、かつ、前記時間変動測定手段によって測定された時間変動が所定の時間変動閾値
より小さい場合に、前記移動機に、周波数帯が隣接している情報伝送チャネルを含むチャ
ネルである隣接チャネルを割り当て、前記周波数変動が前記周波数変動閾値以下であるか
、または、前記時間変動が前記時間変動閾値以上である場合に、前記移動機に、周波数帯
が分散している情報伝送チャネルを含むチャネルである分散チャネルを割り当てるチャネ
ル割当手段と、
　前記チャネル割当手段によって隣接チャネルに割り当てられた移動機の数と、分散チャ
ネルに割り当てられた移動機の数との比率に基づいて、隣接チャネルと、分散チャネルと
に割り当てる伝送容量の比率を決定する伝送容量決定手段と
　を備えたことを特徴とする基地局装置。
【請求項２】
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　周波数帯が異なる複数の情報伝送チャネルを用いて、移動機と基地局装置との間で通信
を行う通信システムであって、
　前記移動機は、
　前記基地局装置から送信された信号に基づいて、周波数の変化に対する該信号の信号強
度の変動である周波数変動を測定する周波数変動測定手段と、
　前記基地局装置から送信された信号に基づいて、時間経過に対する該信号の信号強度の
変動である時間変動を測定する時間変動測定手段と、
　前記周波数変動測定手段によって測定された周波数変動が所定の周波数変動閾値よりも
大きく、かつ、前記時間変動測定手段によって測定された時間変動が所定の時間変動閾値
より小さい場合に、当該の移動機に、周波数帯が隣接している情報伝送チャネルを含むチ
ャネルである隣接チャネルを割り当てることを決定し、前記周波数変動が前記周波数変動
閾値以下であるか、または、前記時間変動が前記時間変動閾値以上である場合に、当該の
移動機に、周波数帯が分散している情報伝送チャネルを含むチャネルである分散サブチャ
ネルを割り当てることを決定するチャネル割当決定手段とを備え、
　前記基地局装置は、
　前記チャネル割当決定手段によって決定されたチャネルに基づいて、前記移動機に隣接
サブチャネルまたは分散サブチャネルのいずれかを割り当てるチャネル割当手段と、
　前記チャネル割当手段によって隣接チャネルに割り当てられた移動機の数と、分散チャ
ネルに割り当てられた移動機の数との比率に基づいて、隣接チャネルと、分散チャネルと
に割り当てる伝送容量の比率を決定する伝送容量決定手段と
　を備えたことを特徴とする通信システム。
【請求項３】
　周波数帯が異なる複数の情報伝送チャネルを用いて移動機と通信を行う基地局装置によ
るチャネル割当方法であって、
　前記基地局装置が、
　前記移動機から送信された信号に基づいて、周波数の変化に対する該信号の信号強度の
変動である周波数変動を測定する周波数変動測定工程と、
　前記移動機から送信された信号に基づいて、時間経過に対する該信号の信号強度の変動
である時間変動を測定する時間変動測定工程と、
　前記周波数変動測定工程によって測定された周波数変動が所定の周波数変動閾値よりも
大きく、かつ、前記時間変動測定工程によって測定された時間変動が所定の時間変動閾値
より小さい場合に、前記移動機に、周波数帯が隣接している情報伝送チャネルを含むチャ
ネルである隣接チャネルを割り当て、前記周波数変動が前記周波数変動閾値以下であるか
、または、前記時間変動が前記時間変動閾値以上である場合に、前記移動機に、周波数帯
が分散している情報伝送チャネルを含むチャネルである分散チャネルを割り当てるチャネ
ル割当工程と、
　前記チャネル割当工程によって隣接チャネルに割り当てられた移動機の数と、分散チャ
ネルに割り当てられた移動機の数との比率に基づいて、隣接チャネルと、分散チャネルと
に割り当てる伝送容量の比率を決定する伝送容量決定工程と
　を含んだことを特徴とするチャネル割当方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基地局装置、移動機、通信システムおよびチャネル割当方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、移動通信システムの伝送方式として、周波数帯を効率的に利用することが可能で
あるＯＦＤＭＡ（Orthogonal　Frequency　Division　Multiple　Access：直交周波数分
割多元接続）方式が注目されている。ＯＦＤＭＡ方式では、複数のサブチャネルを用いて
、基地局装置と移動機との間で情報の送受を行う。サブチャネルは、異なる周波数帯のサ
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ブキャリアを含む情報伝送チャネルであり、基地局装置によって、移動通信システム内の
各移動機に割り当てられる。
【０００３】
　基地局装置が各移動機にサブチャネルを割り当てる方式には、Ｂａｎｄ－ＡＭＣ（Adap
tive　Modulation　and　Coding）方式や、ＰＵＳＣ（Partial　Usage　of　Subchannel
）方式、ＦＵＳＣ（Full　Usage　of　Subchannel）方式などがある。Ｂａｎｄ－ＡＭＣ
方式は、１つの移動機に対して、周波数帯が隣接している複数のサブキャリアを含むサブ
チャネル（以下、「隣接サブチャネル」という）を割り当てる方式である。
【０００４】
　図１６－１を用いて具体的に説明する。図１６－１では、周波数帯がそれぞれ異なるサ
ブキャリアＣ１１～Ｃ１４、Ｃ２１～Ｃ２４、Ｃ３１～Ｃ３４およびＣ４１～Ｃ４４が無
線通信に用いられる例を示している。このようなサブキャリアが存在する場合、Ｂａｎｄ
－ＡＭＣ方式を採用する基地局装置は、例えば、周波数帯が隣接しているサブキャリアＣ
１１～Ｃ１４を含む隣接サブチャネルＣＨ１を移動機Ａに割り当てる。また、例えば、Ｂ
ａｎｄ－ＡＭＣ方式を採用する基地局装置は、サブキャリアＣ２１～Ｃ２４を含む隣接サ
ブチャネルＣＨ２を移動機Ｂに割り当てる。このとき、基地局装置は、各移動機にとって
品質のよい隣接サブチャネルを各移動機に割り当てる。このように、Ｂａｎｄ－ＡＭＣ方
式には、周波数選択性フェージングが発生する環境下において、ユーザダイバーシチ効果
が得られるという利点や、適応変調の効果が高くなるのでスループットが向上するという
利点がある。
【０００５】
　ＰＵＳＣ方式またはＦＵＳＣ方式は、１つの移動機に対して、周波数帯が分散している
複数のサブキャリアを含むサブチャネル（以下、「分散サブチャネル」という）を割り当
てる方式である。
【０００６】
　図１６－２を用いて具体的に説明する。図１６－２では、図１６－１に示した例と同様
に、サブキャリアＣ１１～Ｃ１４、Ｃ２１～Ｃ２４、Ｃ３１～Ｃ３４およびＣ４１～Ｃ４
４が無線通信に用いられる例を示している。このようなサブキャリアが存在する場合、Ｐ
ＵＳＣ方式またはＦＵＳＣ方式を採用する基地局装置は、例えば、周波数帯が分散してい
るサブキャリアＣ１１、Ｃ２１、Ｃ３１およびＣ４１を含む分散サブチャネルＣＨ５を移
動機Ａに割り当てる。また、例えば、ＰＵＳＣ方式またはＦＵＳＣ方式を採用する基地局
装置は、サブキャリアＣ１２、Ｃ２２、Ｃ３２およびＣ４２を含む分散サブチャネルＣＨ
６を移動機Ｂに割り当てる。ＰＵＳＣ方式またはＦＵＳＣ方式には、各移動機に割り当て
られるサブチャネルの品質が平均的になるので、安定した無線品質が得られるという利点
がある。
【０００７】
【特許文献１】国際公開第０５／００６６２２号パンフレット
【特許文献２】特開平１１－２９８４３９号公報
【特許文献３】特開２００４－３５０３２６号公報
【特許文献４】特開２００１－３５８６９２号公報
【非特許文献１】Design and implementation of Simulator Based on a Cross-Layer Pr
otocol between MAC and PHY Layers in a WiBro Compatible IEEE 802.16e OFDMA Syste
m,” T. kwon, et al, IEEE Com. Magazine, Dec. 2005, pp136-146
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上述した従来のＯＦＤＭＡ方式を用いた移動通信システムには、移動機
において受信誤りが発生するおそれがある上に、移動機がおかれている無線伝搬環境に応
じて、移動機にサブチャネルを適切に割り当てることができないという問題があった。
【０００９】
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　具体的には、上述したＢａｎｄ－ＡＭＣ方式は、各移動機に品質のよい隣接サブチャネ
ルを割り当てるために、無線伝搬環境が頻繁に変動する移動機に対して、割り当てる隣接
サブチャネルを頻繁に変更する場合がある。かかる場合、隣接サブチャネルを割当て時の
無線情報と、移動機がおかれている無線伝搬環境とが不一致になることがある。このため
、Ｂａｎｄ－ＡＭＣ方式には、移動機において受信誤りが発生する場合があるという問題
があった。
【００１０】
　また、上述したＰＵＳＣ方式またはＦＵＳＣ方式は、各移動機に対してどのような分散
サブチャネルを割り当てた場合であっても平均的な無線品質しか得られない。このため、
ＰＵＳＣ方式またはＦＵＳＣ方式には、移動機がおかれている無線伝搬環境が良好な環境
であっても高品質の無線通信を望めないという問題があった。
【００１１】
　開示の技術は、移動機に受信誤りを発生させることなく、移動機がおかれている無線伝
搬環境に応じて、移動機にサブチャネルを適切に割り当てることができる基地局装置、移
動機、通信システムおよびチャネル割当方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本願に開示する基地局装置は、周波数
帯が異なる複数の情報伝送チャネルを用いて移動機と通信を行う基地局装置であって、前
記移動機から送信された信号に基づいて、周波数の変化に対する該信号の信号強度の変動
である周波数変動を測定する周波数変動測定手段と、前記移動機から送信された信号に基
づいて、時間経過に対する該信号の信号強度の変動である時間変動を測定する時間変動測
定手段と、前記周波数変動測定手段によって測定された周波数変動が所定の周波数変動閾
値よりも大きく、かつ、前記時間変動測定手段によって測定された時間変動が所定の時間
変動閾値より小さい場合に、前記移動機に、周波数帯が隣接している情報伝送チャネルを
含むチャネルである隣接チャネルを割り当てるチャネル割当決定手段とを備えたことを要
件とする。
【００１３】
　なお、本願に開示する基地局装置の構成要素、表現または構成要素の任意の組合せを、
方法、装置、システム、コンピュータプログラム、記録媒体、データ構造などに適用した
ものも、他の態様として有効である。
【発明の効果】
【００１４】
　本願に開示した基地局装置によれば、移動機に受信誤りを発生させることなく、移動機
がおかれている無線伝搬環境に応じて、サブチャネルを適切に割り当てることができると
いう効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下に、本願に開示する基地局装置、移動機、通信システムおよびチャネル割当方法の
実施例を図面に基づいて詳細に説明する。なお、この実施例により本願に開示する基地局
装置、移動機、通信システムおよびチャネル割当方法が限定されるものではない。
【実施例１】
【００１６】
　まず、実施例１に係る基地局装置１００を含む通信システムについて説明する。図１は
、実施例１に係る基地局装置１００を含む通信システム１を示す図である。図１に示すよ
うに、通信システム１は、移動機１０ａ～１０ｃと基地局装置１００とを含む。
【００１７】
　移動機１０ａ～１０ｃは、携帯端末機等であり、基地局装置１００との間で無線通信を
行う。なお、以下の説明では、移動機１０ａ～１０ｃについて、いずれかを特定する必要
がない場合には、これらを総称して移動機１０と表記するものとする。
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【００１８】
　基地局装置１００は、移動機１０との間で無線通信を行う通信装置であり、周波数変動
測定部１４１と、時間変動測定部１４２と、サブチャネル割当決定部１４３とを有する。
周波数変動測定部１４１は、移動機１０から送信される信号に基づいて、周波数の変化に
対する信号強度の変動（以下、「周波数変動」という）を測定する。時間変動測定部１４
２は、移動機１０から送信される信号に基づいて、時間経過に対する信号強度の変動（以
下、「時間変動」という）を測定する。サブチャネル割当決定部１４３は、周波数変動測
定部１４１によって測定された周波数変動と、時間変動測定部１４２によって測定された
時間変動とに基づいて、移動機１０に割り当てるサブチャネルを決定する。
【００１９】
　図２－１および図２－２を用いて具体的に説明する。図２－１は、周波数変動の一例を
示す図である。図２－１に示した例において、波形Ｗ１は、波形Ｗ２と比較して、周波数
の変化に対する信号強度の変動が大きい。すわなち、周波数変動が波形Ｗ１になるような
信号を送信する移動機は、周波数変動が波形Ｗ２になるような信号を送信する移動機と比
較して、周波数変動が大きい無線伝搬環境におかれていることを示している。
【００２０】
　図２－２は、時間変動の一例を示す図である。図２－２に示した例において、波形Ｗ３
は、波形Ｗ４と比較して、時間経過に対する信号強度の変動が大きい。すわなち、時間変
動が波形Ｗ３になるような信号を送信する移動機は、時間変動が波形Ｗ４になるような信
号を送信する移動機と比較して、時間変動が大きい無線伝搬環境におかれていることを示
している。例えば、時間変動が波形Ｗ３になるような信号を送信する移動機は、高速移動
していることが考えられる。これは、無線伝搬環境は、移動機が移動することによって変
化するからである。一方、時間変動が波形Ｗ４になるような信号を送信する移動機は、低
速移動または停止していることが考えられる。
【００２１】
　基地局装置１００の周波数変動測定部１４１は、移動機１０から送信される信号に基づ
いて、図２－１に示したような周波数変動を移動機ごとに測定する。また、基地局装置１
００の時間変動測定部１４２は、移動機１０から送信される信号に基づいて、図２－２に
示したような時間変動を移動機ごとに測定する。そして、基地局装置１００のサブチャネ
ル割当決定部１４３は、周波数変動が大きく、かつ、時間変動が小さい無線伝搬環境にお
かれている移動機１０に対して、Ｂａｎｄ－ＡＭＣ方式により隣接サブチャネルを割り当
てる。一方、サブチャネル割当決定部１４３は、周波数変動が小さいか、または、時間変
動が大きい無線伝搬環境におかれている移動機１０に対して、ＰＵＳＣ方式またはＦＵＳ
Ｃ方式により分散サブチャネルを割り当てる。
【００２２】
　このようにサブチャネルを割り当てる理由について説明する。例えば、周波数変動が小
さい無線伝搬環境におかれている移動機１０に対して、隣接サブチャネルを割り当てると
する。このとき、割り当てた隣接サブチャネルが、図２－１に示したサブチャネルＣＨ１
１のように、信号強度の高いサブキャリアを多く含む場合、無線品質は極めて高くなる。
しかし、割り当てた隣接サブチャネルが、図２－１に示したサブチャネルＣＨ１３のよう
に、信号強度の低いサブキャリアを多く含む場合、無線品質は極めて低くなる。かかる場
合、基地局装置は、移動機１０との間で通信を行えなくなるおそれがある。このように、
周波数変動が小さい場合に隣接サブチャネルを割り当ててしまうと、移動機ごとに信号強
度の差が激しくなるので、無線ネットワークシステム全体としての品質は低下してしまう
。
【００２３】
　そこで、基地局装置１００は、周波数変動が小さい無線伝搬環境におかれている移動機
１０に対して、分散サブチャネルを割り当てる。これにより、各移動機に割り当てられる
無線品質は平均的になるので、無線ネットワークシステム全体としての品質が向上する。
【００２４】
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　また、例えば、時間変動が大きい無線伝搬環境におかれている移動機１０に対して、隣
接サブチャネルを割り当てるとする。かかる場合、上記の通り、基地局装置が移動機１０
に割り当てるサブチャネルを頻繁に変更しなければならないため、移動機１０において受
信誤りが発生する場合がある。
【００２５】
　そこで、基地局装置１００は、時間変動が大きい無線伝搬環境におかれている移動機１
０に対して、分散サブチャネルを割り当てる。これにより、各移動機に割り当てられる無
線品質は平均的になるので、移動機１０の無線伝搬環境は頻繁に変動しない。したがって
、基地局装置１００は、移動機１０に割り当てるサブチャネルを頻繁に変更する必要がな
くなり、その結果、移動機１０において受信誤りが発生することを防止できる。
【００２６】
　また、基地局装置１００は、周波数変動が大きく、かつ、時間変動が小さい無線伝搬環
境におかれている移動機１０に対して、隣接サブチャネルを割り当てる。これは、周波数
変動が大きい場合、隣接サブチャネルを割り当てても、信号強度の強い周波数帯が隣接サ
ブチャネル内に含まれるからである。つまり、周波数変動が大きい場合に隣接サブチャネ
ルを割り当てても、基地局装置１００および移動機１０は、信号強度の強い周波数帯を用
いて無線通信を行うことができる。また、時間変動が小さい場合、隣接サブチャネルを割
り当てても、移動機１０の無線伝搬環境は時間経過によって頻繁に変動しないので、基地
局装置１００が移動機１０に割り当てる隣接サブチャネルを頻繁に変更する必要はない。
【００２７】
　このように、実施例１に係る基地局装置１００は、移動機１０から送信される信号に基
づいて、周波数変動と時間変動とを測定する。そして、基地局装置１００は、測定した周
波数変動と時間変動とに基づいて、隣接サブチャネルまたは分散サブチャネルのいずれか
を移動機１０に割り当てる。
【００２８】
　具体的には、基地局装置１００は、周波数変動が大きく、かつ、時間変動が小さい無線
伝搬環境におかれている移動機１０に対して、隣接サブチャネルを割り当てる。これによ
り、基地局装置１００は、移動機１０に割り当てるサブチャネルを頻繁に変更することな
く、スループットを向上させることができる。
【００２９】
　また、基地局装置１００は、周波数変動が小さいか、または、時間変動が大きい無線伝
搬環境におかれている移動機１０に対して、分散サブチャネルを割り当てる。これにより
、基地局装置１００は、各移動機に品質のよいサブチャネルを割り当てることができる。
【００３０】
　すなわち、実施例１に係る基地局装置１００は、移動機に受信誤りを発生させることな
く、移動機がおかれている無線伝搬環境に応じて、サブチャネルを適切に割り当てること
ができる。
【００３１】
　次に、実施例１に係る基地局装置１００の構成について説明する。図３は、実施例１に
係る基地局装置１００の構成を示す図である。図３に示すように、基地局装置１００は、
上位レイヤ１１０と、ＰＨＹ（Physical　Layer）１２０と、閾値記憶部１３０と、制御
部１４０と、リソースコントローラ１５０とを有する。
【００３２】
　上位レイヤ１１０は、基地局装置１００と、図示しない上位装置との間で各種情報を送
受するための通信を行う。例えば、基地局装置１００は、上位レイヤ１１０を介して、上
位装置から各移動機に送信するためのユーザデータや、各移動機に割り当てる伝送容量で
あるゾーンサイズに関する情報を受信する。
【００３３】
　なお、移動通信システムが、ＷｉＭＡＸ（Worldwide　Interoperability　for　Microw
ave　Access：ワイマックス）を採用している場合、基地局装置１００と上位装置とは同
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一装置である。かかる場合、上位レイヤ１１０は、ユーザデータやゾーンサイズ等を、基
地局装置１００内の所定の処理部から受信する。
【００３４】
　ＰＨＹ１２０は、基地局装置１００と、移動機１０との間で各種情報を送受するための
インタフェースである。例えば、基地局装置１００は、ＰＨＹ１２０を介して、移動機１
０にユーザデータを送信する。
【００３５】
　閾値記憶部１３０は、各種情報を記憶する記憶デバイスであり、周波数変動閾値１３１
と、時間変動閾値１３２とを有する。周波数変動閾値１３１は、周波数変動の閾値を記憶
する。時間変動閾値１３２は、時間変動の閾値を記憶する。
【００３６】
　制御部１４０は、移動機１０にサブチャネルを割り当てる処理を行う。また、制御部１
４０は、周波数変動測定部１４１と、時間変動測定部１４２と、サブチャネル割当決定部
１４３とを有する。
【００３７】
　周波数変動測定部１４１は、移動機１０から送信された信号に基づいて、周波数変動を
測定する。具体的には、周波数変動測定部１４１は、移動機１０から送信された信号の信
号強度を所定の時間毎に測定することで、かかる信号の遅延プロファイルを測定する。図
４に遅延プロファイルの一例を示す。図４に示した例では、周波数変動測定部１４１は、
時間ｔ０における受信信号の信号強度を測定し、時間ｔ１における受信信号の信号強度を
測定している。そして、周波数変動測定部１４１は、時間ｔｎになるまで受信信号の信号
強度を測定している。
【００３８】
　続いて、周波数変動測定部１４１は、遅延プロファイルに基づいて、遅延スプレッドＳ
を算出する。具体的には、周波数変動測定部１４１は、次式により遅延スプレッドＳを算
出する。
【００３９】
【数１】

【００４０】
　ここで、上記式（１）中のｆ（ｔ）は、遅延プロファイルを示し、Ｐｍは受信電力を示
し、ＴＤは平均遅延を示す。なお、受信電力Ｐｍは次式（２）で求められ、平均遅延ＴＤ
は次式（３）で求められる。
【００４１】

【数２】

【００４２】
【数３】

【００４３】
　このようにして算出された遅延スプレッドＳは、周波数変動を示す。具体的には、遅延
スプレッドＳが大きいほど周波数変動は大きくなり、遅延スプレッドＳが小さいほど周波
数変動は小さくなる。
【００４４】
　なお、ＯＦＤＭシステムの場合、周波数変動測定部１４１は、１つのＯＦＤＭシンボル
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内のＦＦＴ（Finite　Fourier　transform）サンプル時間毎の信号強度を遅延プロファイ
ルとして測定してもよい。また、周波数変動測定部１４１は、ＦＦＴを用いずに、インパ
ルス信号の信号強度を遅延プロファイルとして測定してもよい。
【００４５】
　時間変動測定部１４２は、移動機１０から送信された信号に基づいて、時間変動を測定
する。具体的には、時間変動測定部１４２は、移動機１０から送信された信号の信号強度
を、所定の時間毎に測定する。時間変動測定部１４２によって測定される信号強度は、図
２－２に例示した波形Ｗ３またはＷ４のようになる。続いて、時間変動測定部１４２は、
測定した信号強度から、信号強度が変動する周波数であるフェージング周波数ｆｄを測定
する。
【００４６】
　このようにして測定されたフェージング周波数ｆｄは、時間変動を示し、フェージング
周波数ｆｄが大きいほど時間変動は大きくなり、フェージング周波数ｆｄが小さいほど時
間変動は小さくなる。
【００４７】
　なお、時間変動測定部１４２は、フェージングピッチ（「フェージング周期」とも呼ば
れる）Ｔｄを測定してもよい。フェージング周波数ｆｄと、フェージングピッチＴｄとの
間には、以下の式（４）が成り立つので、フェージングピッチＴｄが大きいほど時間変動
は小さくなり、フェージングピッチＴｄが小さいほど時間変動は大きくなる。
【００４８】
【数４】

【００４９】
　サブチャネル割当決定部１４３は、周波数変動測定部１４１によって測定された周波数
変動（遅延スプレッドＳ）と、時間変動測定部１４２によって測定された時間変動（フェ
ージング周波数ｆｄ）とに基づいて、移動機１０に割り当てるサブチャネルを決定する。
具体的には、サブチャネル割当決定部１４３は、周波数変動測定部１４１によって測定さ
れた周波数変動が周波数変動閾値１３１に記憶されている周波数変動閾値よりも大きいか
否かを判定する。また、サブチャネル割当決定部１４３は、時間変動測定部１４２によっ
て測定された時間変動が時間変動閾値１３２に記憶されている時間変動閾値よりも小さい
か否かを判定する。
【００５０】
　周波数変動が周波数変動閾値よりも大きく、かつ、時間変動が時間変動閾値よりも小さ
い場合、サブチャネル割当決定部１４３は、Ｂａｎｄ－ＡＭＣ方式により、移動機１０に
隣接サブチャネルを割り当てることを決定する。一方、周波数変動が周波数変動閾値以下
であるか、または、時間変動が時間変動閾値以上である場合、サブチャネル割当決定部１
４３は、ＰＵＳＣ方式またはＦＵＳＣ方式により、移動機１０に分散サブチャネルを割り
当てることを決定する。
【００５１】
　図１６－１および図１６－２に示した例を用いて説明する。例えば、移動機Ａの周波数
変動が周波数変動閾値よりも大きく、かつ、移動機Ａの時間変動が時間変動閾値よりも小
さいものとする。かかる場合、サブチャネル割当決定部１４３は、図１６－１に例示した
隣接サブチャネルＣＨ１～ＣＨ４のいずれかを移動機Ａに割り当てることを決定する。ま
た、例えば、移動機Ｂの周波数変動が周波数変動閾値以下であるか、または、移動機Ｂの
時間変動が時間変動閾値以上であるものとする。かかる場合、サブチャネル割当決定部１
４３は、図１６－２に例示した分散サブチャネルＣＨ５～ＣＨ８のいずれかを移動機Ｂに
割り当てることを決定する。
【００５２】
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　リソースコントローラ１５０は、サブチャネル割当決定部１４３によって決定されたサ
ブチャネルに基づいて、各移動機に無線リソースを割り当てる。具体的には、リソースコ
ントローラ１５０は、上位レイヤ１１０を介して入力されたユーザデータを、サブチャネ
ル割当決定部１４３によって決定されたサブチャネルに割り当てる。また、リソースコン
トローラ１５０は、上位装置から受信したゾーンサイズに基づいて、各サブチャネルに割
り当てる伝送容量を決定する。そして、リソースコントローラ１５０は、各サブチャネル
に割り当てたユーザデータを、ＰＨＹ１２０を介して移動機１０へ送信する。
【００５３】
　次に、実施例１に係る基地局装置１００によるサブチャネル割当決定処理の手順につい
て説明する。図５は、実施例１に係る基地局装置１００によるサブチャネル割当決定処理
手順を示すフローチャートである。図５に示すように、移動機１０から信号を受信した場
合（ステップＳ１０１）、基地局装置１００の周波数変動測定部１４１は、受信した信号
に基づいて、周波数変動を測定する（ステップＳ１０２）。また、時間変動測定部１４２
は、受信した信号に基づいて、時間変動を測定する（ステップＳ１０３）。
【００５４】
　続いて、サブチャネル割当決定部１４３は、周波数変動測定部１４１によって測定され
た周波数変動が周波数変動閾値よりも大きく（ステップＳ１０４肯定）、かつ、時間変動
測定部１４２によって測定された時間変動が時間変動閾値よりも小さい場合（ステップＳ
１０５肯定）、移動機１０に隣接サブチャネルを割り当てることを決定する（ステップＳ
１０６）。一方、周波数変動が周波数変動閾値以下であるか（ステップＳ１０４否定）、
または、時間変動が時間変動閾値以上である場合（ステップＳ１０５否定）、サブチャネ
ル割当決定部１４３は、移動機１０に分散サブチャネルを割り当てることを決定する（ス
テップＳ１０７）。
【００５５】
　上述してきたように、実施例１に係る基地局装置１００は、移動機１０から送信される
信号に基づいて周波数変動と時間変動とを測定する。そして、基地局装置１００は、測定
した周波数変動と時間変動とに基づいて、隣接サブチャネルまたは分散サブチャネルのい
ずれかを移動機１０に割り当てる。これにより、基地局装置１００は、移動機に受信誤り
を発生させることなく、移動機がおかれている無線伝搬環境に応じて、サブチャネルを適
切に割り当てることができる。
【００５６】
　なお、上記実施例１では、周波数変動として、遅延スプレッドＳを算出する例を示した
が、他の手法により周波数変動を算出してもよい。例えば、周波数変動測定部１４１は、
サブキャリア毎の信号強度を測定して、かかる信号強度の相関関数を計算し、相関係数が
所定値になる周波数間隔を周波数変動として算出してもよい。図６に、相関関数の一例を
示す。図６では、周波数変動測定部１４１が、周波数変動として、相関係数が０．５にな
る周波数間隔を算出している例を示している。このようにして、算出された周波数間隔は
、周波数変動を示し、周波数間隔が小さいほど周波数変動は大きくなり、周波数間隔が大
きいほど周波数変動は小さくなる。
【００５７】
　また、上記実施例１では、時間変動として、移動機１０から入力された信号の信号強度
を所定の時間毎に測定することで、フェージング周波数ｆｄまたはフェージングピッチＴ
ｄを算出する例を示したが、他の手法により時間変動を算出してもよい。例えば、時間変
動測定部１４２は、移動機１０の移動速度を測定することで、フェージング周波数ｆｄま
たはフェージングピッチＴｄを算出してもよい。具体的には、時間変動測定部１４２は、
移動機１０の座標情報の時間変化に基づいて、移動機１０の移動速度を測定する。移動機
１０の移動速度ｖと、フェージング周波数ｆｄとの間には、以下の式（５）が成り立つの
で、時間変動測定部１４２は、移動機１０の移動速度ｖからフェージング周波数ｆｄを算
出することができる。
【００５８】
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【数５】

【００５９】
　ここで、上記式（５）中のｖｃは、光の速度を示す。
【実施例２】
【００６０】
　ところで、上記実施例１では、基地局装置１００が、移動機に割り当てるサブチャネル
の方式（隣接サブチャネルまたは分散サブチャネルのいずれか）を決定する例を示したが
、移動機自体が、自局に割り当てられるサブチャネルの方式を決定してもよい。そこで、
実施例２では、自局に割り当てられるサブチャネルの方式を決定する移動機と、移動機に
よって決定されたサブチャネルの方式に基づいてサブチャネルを割り当てる基地局装置と
を含む通信システムの例について説明する。
【００６１】
　まず、実施例２に係る通信システム２について説明する。図７は、実施例２に係る通信
システム２を示す図である。図７に示すように、通信システム２は、移動機２０ａ～２０
ｃと基地局装置２００とを含む。なお、以下の説明では、移動機２０ａ～２０ｃについて
、いずれかを特定する必要がない場合には、これらを総称して移動機２０と表記するもの
とする。
【００６２】
　移動機２０ａは、周波数変動測定部２４ａと、時間変動測定部２４ｂと、サブチャネル
割当決定部２４ｃとを有する。なお、移動機２０ａ～２０ｃは、それぞれ同様の構成を有
するが、図７では、移動機２０ａの構成のみを図示している。
【００６３】
　周波数変動測定部２４ａは、基地局装置２００から送信される信号に基づいて、周波数
変動を測定する。時間変動測定部２４ｂは、基地局装置２００から送信される信号に基づ
いて、時間変動を測定する。サブチャネル割当決定部２４ｃは、周波数変動測定部２４ａ
によって測定された周波数変動と、時間変動測定部２４ｂによって測定された時間変動と
に基づいて、自局（移動機２０ａ）に割り当てられるサブチャネルの方式を決定する。そ
して、移動機２０ａは、決定したサブチャネルの方式に関する情報（以下、「割当情報」
という）を、基地局装置２００へ送信する。
【００６４】
　かかる割当情報を受信した基地局装置２００は、割当情報に隣接サブチャネルを示す情
報が含まれる場合、移動機２０ａに対して、隣接サブチャネルを割り当てる。一方、基地
局装置２００は、割当情報に分散サブチャネルを示す情報が含まれる場合、移動機２０ａ
に対して、分散サブチャネルを割り当てる。
【００６５】
　次に、図７に示した移動機２０の構成について説明する。図８は、図７に示した移動機
２０の構成を示す図である。図８に示すように、移動機２０は、受信部２１と、送信部２
２と、閾値記憶部２３と、制御部２４とを有する。受信部２１は、後述する基地局装置２
００から各種情報を受信する。送信部２２は、基地局装置２００へ各種情報を送信する。
【００６６】
　閾値記憶部２３は、各種情報を記憶する記憶デバイスであり、周波数変動閾値２３ａと
、時間変動閾値２３ｂとを有する。周波数変動閾値２３ａは、図３に示した周波数変動閾
値１３１と同様に、周波数変動の閾値を記憶する。時間変動閾値２３ｂは、図３に示した
時間変動閾値１３２と同様に、時間変動の閾値を記憶する。
【００６７】
　制御部２４は、自局（移動機２０）に割り当てられるサブチャネルの方式を決定する処
理を行う。また、制御部２４は、周波数変動測定部２４ａと、時間変動測定部２４ｂと、
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サブチャネル割当決定部２４ｃとを有する。
【００６８】
　周波数変動測定部２４ａは、基地局装置２００から送信される信号に基づいて、周波数
変動を測定する。具体的には、周波数変動測定部２４ａは、基地局装置２００から送信さ
れる信号の遅延プロファイルを測定した後、かかる遅延プロファイルを用いて遅延スプレ
ッドＳを算出する。
【００６９】
　時間変動測定部２４ｂは、基地局装置２００から送信される信号に基づいて、時間変動
を測定する。具体的には、時間変動測定部２４ｂは、基地局装置２００から送信される信
号に基づいて、信号強度を所定の時間経過毎に測定した後、フェージング周波数ｆｄを測
定する。
【００７０】
　サブチャネル割当決定部２４ｃは、周波数変動測定部２４ａによって測定された周波数
変動（遅延スプレッドＳ）と、時間変動測定部２４ｂによって測定された時間変動（フェ
ージング周波数ｆｄ）とに基づいて、自局に割り当てられるサブチャネルの方式を決定す
る。具体的には、サブチャネル割当決定部２４ｃは、図３に示したサブチャネル割当決定
部１４３と同様に、周波数変動が周波数変動閾値２３ａに記憶されている周波数変動閾値
よりも大きいか否かを判定する。また、サブチャネル割当決定部２４ｃは、時間変動が時
間変動閾値２３ｂに記憶されている時間変動閾値よりも小さいか否かを判定する。
【００７１】
　周波数変動が周波数変動閾値よりも大きく、かつ、時間変動が時間変動閾値よりも小さ
い場合、サブチャネル割当決定部２４ｃは、自局に割り当てられるサブチャネルを、隣接
サブチャネルにすることを決定する。一方、周波数変動が周波数変動閾値以下であるか、
または、時間変動が時間変動閾値以上である場合、サブチャネル割当決定部２４ｃは、自
局に割り当てられるサブチャネルを、分散サブチャネルにすることを決定する。そして、
サブチャネル割当決定部２４ｃは、決定したサブチャネルの方式に関する情報を含む割当
情報を、送信部２２を介して、基地局装置２００へ送信する。
【００７２】
　次に、図７に示した基地局装置２００の構成について説明する。図９は、図７に示した
基地局装置２００の構成を示す図である。図９に示すように、基地局装置２００は、上位
レイヤ１１０と、ＰＨＹ１２０と、リソースコントローラ１５０と、制御部２４０とを有
する。なお、以下では、図３に示した構成部位と同様の機能を有する部位には同一符号を
付すこととして、その詳細な説明を省略する。
【００７３】
　制御部２４０は、割当情報取得部２４１と、サブチャネル割当決定部２４３とを有する
。割当情報取得部２４１は、移動機２０から送信される各種情報のうち、割当情報を取得
する。
【００７４】
　サブチャネル割当決定部２４３は、割当情報取得部２４１によって取得された割当情報
に基づいて、移動機２０に割り当てるサブチャネルを決定する。具体的には、サブチャネ
ル割当決定部２４３は、割当情報に隣接サブチャネルを示す情報が含まれる場合に、移動
機２０に対して、隣接サブチャネルを割り当てることを決定する。一方、サブチャネル割
当決定部２４３は、割当情報に分散サブチャネルを示す情報が含まれる場合に、移動機２
０に対して、分散サブチャネルを割り当てることを決定する。
【００７５】
　次に、図７に示した移動機２０による割当情報送信処理の手順について説明する。図１
０は、図７に示した移動機２０による割当情報送信処理手順を示すフローチャートである
。図１０に示すように、基地局装置２００から信号を受信した場合（ステップＳ２０１）
、移動機２０の周波数変動測定部２４ａは、受信した信号に基づいて、周波数変動を測定
する（ステップＳ２０２）。また、時間変動測定部２４ｂは、受信した信号に基づいて、
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時間変動を測定する（ステップＳ２０３）。
【００７６】
　続いて、サブチャネル割当決定部２４ｃは、周波数変動が周波数変動閾値よりも大きく
（ステップＳ２０４肯定）、かつ、時間変動が時間変動閾値よりも小さい場合（ステップ
Ｓ２０５肯定）、自局に割り当てられるサブチャネルを、隣接サブチャネルにすることを
決定する（ステップＳ２０６）。一方、周波数変動が周波数変動閾値以下であるか（ステ
ップＳ２０４否定）、または、時間変動が時間変動閾値以上である場合（ステップＳ２０
５否定）、サブチャネル割当決定部２４ｃは、自局に割り当てられるサブチャネルを、分
散サブチャネルにすることを決定する（ステップＳ２０７）。そして、サブチャネル割当
決定部２４ｃは、決定したサブチャネルの方式に関する情報を含む割当情報を、基地局装
置２００へ送信する（ステップＳ２０８）。
【００７７】
　次に、図７に示した基地局装置２００によるサブチャネル割当決定処理の手順について
説明する。図１１は、図７に示した基地局装置２００によるサブチャネル割当決定処理手
順を示すフローチャートである。図１１に示すように、基地局装置２００の割当情報取得
部２４１は、移動機２０から割当情報を受信する（ステップＳ３０１）。
【００７８】
　続いて、サブチャネル割当決定部２４３は、割当情報に隣接サブチャネルを示す情報が
含まれる場合（ステップＳ３０２肯定）、移動機２０に対して、隣接サブチャネルを割り
当てることを決定する（ステップＳ３０３）。一方、サブチャネル割当決定部２４３は、
割当情報に隣接サブチャネルを示す情報が含まれず（ステップＳ３０２否定）、分散サブ
チャネルを示す情報が含まれる場合、移動機２０に対して、分散サブチャネルを割り当て
ることを決定する（ステップＳ３０４）。
【００７９】
　上述してきたように、実施例２に係る通信システム２は、移動機２０が、基地局装置２
００から送信される信号に基づいて周波数変動と時間変動とを測定する。そして、移動機
２０は、測定した周波数変動と時間変動とに基づいて、自局に割り当てられるサブチャネ
ルの方式を、隣接サブチャネルまたは分散サブチャネルのいずれかに決定する。そして、
移動機２０は、決定したサブチャネルの方式を含む割当情報を基地局装置２００へ送信す
る。かかる割当情報を受信した基地局装置２００は、割当情報に基づいて、移動機２０に
割り当てるサブチャネルを隣接サブチャネルまたは分散サブチャネルのいずれかに決定す
る。これにより、通信システム２は、移動機に受信誤りを発生させることなく、移動機が
おかれている無線伝搬環境に応じて、サブチャネルを適切に割り当てることができる。
【００８０】
　なお、上述した時間変動測定部１４２と同様に、時間変動測定部２４ｂは、移動機の移
動速度を測定することで、フェージング周波数ｆｄまたはフェージングピッチＴｄを算出
してもよい。かかる場合、移動機２０は、自局が所在する位置（座標）を定期的に測定し
、時間経過に対する移動距離から自局の移動速度を測定する。なお、移動機２０は、ＧＰ
Ｓを用いることで、自局が所在する位置（座標）を測定することができる。
【実施例３】
【００８１】
　ところで、上記実施例１および２では、上位装置または所定の処理部から送信されるゾ
ーンサイズに基づいて、各サブチャネルに割り当てる伝送容量を決定する基地局装置１０
０および２００の例を示した。しかし、基地局装置は、隣接サブチャネルに割り当てられ
た移動機の数と、分散サブチャネルとに割り当てられた移動機の数との比率に基づいて、
各サブチャネルに割り当てる伝送容量を決定してもよい。そこで、実施例３では、各サブ
チャネルに割り当てられた移動機の数の比率に基づいて、各サブチャネルに割り当てる伝
送容量を決定する基地局装置の例について説明する。
【００８２】
　まず、実施例３に係る基地局装置３００の概要を説明するために、ＯＦＤＭＡ方式にお
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けるフレームの構造について説明する。図１２は、ＯＦＤＭＡ方式におけるフレーム構造
を示す概念図である。図１２に示したフレームＦ１は、縦軸がサブチャネル（周波数帯）
を示し、横軸が時間スロットを示す。また、フレームＦ１は、ＰＵＳＣ方式により分散サ
ブチャネルが割り当てられるＰＵＳＣ　ｚｏｎｅと、Ｂａｎｄ－ＡＭＣ方式により隣接サ
ブチャネルが割り当てられるＡＭＣ　ｚｏｎｅとを含む。ＰＵＳＣ　ｚｏｎｅおよびＡＭ
Ｃ　ｚｏｎｅは、複数の移動機に割り当てられ、ユーザデータを伝送するための領域であ
る。かかる領域は、伝送容量を決定するものであり、サブチャネルの数と、時間スロット
の数によって変動する。
【００８３】
　実施例３に係る基地局装置３００は、分散サブチャネルを割り当てた移動機の数と、隣
接サブキャリアを割り当てた移動機の数との比率によって、ＰＵＳＣ　ｚｏｎｅおよびＡ
ＭＣ　ｚｏｎｅの領域を変動させる。例えば、分散サブチャネルを割り当てた移動機の数
が「５」であり、隣接サブキャリアを割り当てた移動機の数が「２」である場合、基地局
装置３００は、ＰＵＳＣ　ｚｏｎｅの領域とＡＭＣ　ｚｏｎｅの領域との比率が、「５：
２」になるように制御する。これにより、基地局装置３００は、無線リソースを効率よく
用いることができる。
【００８４】
　次に、実施例３に係る基地局装置３００の構成について説明する。図１３は、実施例３
に係る基地局装置３００の構成を示す図である。図１３に示すように、基地局装置３００
は、図３に示した基地局装置１００と比較して、制御部２４０の代わりに、制御部３４０
を有する。また、基地局装置３００は、図３に示した基地局装置１００と比較して、割当
数記憶部３５０を新たに有する。
【００８５】
　割当数記憶部３５０は、分散サブチャネルに割り当てた移動機の数と、隣接サブチャネ
ルに割り当てた移動機の数とを記憶する。なお、割当数記憶部３５０は、後述するサブチ
ャネル割当決定部３４３によって更新される。
【００８６】
　制御部３４０は、図３に示した制御部１４０と比較して、サブチャネル割当決定部１４
３の代わりにサブチャネル割当決定部３４３を有し、さらに、伝送容量決定部３４４を新
たに有する。サブチャネル割当決定部３４３は、サブチャネル割当決定部１４３と同様に
、周波数変動と時間変動とに基づいて、移動機に割り当てるサブチャネルを決定する。ま
た、サブチャネル割当決定部３４３は、分散サブチャネルに割り当てた移動機の数と、隣
接サブチャネルに割り当てた移動機の数とを、割当数記憶部３５０に記憶させる。
【００８７】
　伝送容量決定部３４４は、割当数記憶部３５０に記憶されている各種情報に基づいて、
フレームＦ１内のＰＵＳＣ　ｚｏｎｅおよびＡＭＣ　ｚｏｎｅのサイズを決定する。具体
的には、伝送容量決定部３４４は、割当数記憶部３５０から、分散サブチャネルを割り当
てた移動機の数と、隣接サブキャリアを割り当てた移動機の数との比率を取得する。続い
て、伝送容量決定部３４４は、フレームＦ１内のＰＵＳＣ　ｚｏｎｅのサイズと、ＡＭＣ
　ｚｏｎｅのサイズとの比率が、割当数記憶部３５０から取得した比率と同一になるよう
に、ＰＵＳＣ　ｚｏｎｅおよびＡＭＣ　ｚｏｎｅのサイズを決定する。
【００８８】
　次に、実施例３に係る基地局装置３００によるサブチャネル割当決定処理の手順につい
て説明する。図１４は、実施例３に係る基地局装置３００によるサブチャネル割当決定処
理手順を示すフローチャートである。なお、ここでは、図５に示した処理手順と同様の処
理手順（ステップＳ４０１～Ｓ４０７）については、説明を省略する。
【００８９】
　図１４に示すように、基地局装置３００のサブチャネル割当決定部３４３は、移動機１
０に分散サブチャネルまたは隣接サブチャネルを割り当てた後、分散サブチャネルまたは
隣接サブチャネルに割り当てた移動機の数を、割当数記憶部３５０に記憶させる（ステッ
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プＳ４０８）。
【００９０】
　続いて、伝送容量決定部３４４は、割当数記憶部３５０から、分散サブチャネルを割り
当てた移動機の数と、隣接サブキャリアを割り当てた移動機の数との比率を取得する。続
いて、伝送容量決定部３４４は、フレームＦ１内のＰＵＳＣ　ｚｏｎｅのサイズと、ＡＭ
Ｃ　ｚｏｎｅのサイズとの比率が、割当数記憶部３５０から取得した比率と同様になるよ
うに、ＰＵＳＣ　ｚｏｎｅおよびＡＭＣ　ｚｏｎｅのサイズを決定する（ステップＳ４０
９）。
【００９１】
　上述してきたように、実施例３に係る基地局装置３００は、分散サブチャネルを割り当
てた移動機の数と、隣接サブキャリアを割り当てた移動機の数との比率に基づいて、無線
リソースの比率を決定する。これにより、基地局装置３００は、移動機に受信誤りを発生
させることなく、移動機がおかれている無線伝搬環境に応じて、サブチャネルを適切に割
り当てることができ、さらに、無線リソースを効率よく用いることができる。
【実施例４】
【００９２】
　ところで、上記実施例３に示した基地局装置３００によるサブチャネル割当決定処理は
、実施例２に示した基地局装置２００に適用することも可能である。そこで、実施例４で
は、移動機によって決定されたサブチャネルの方式に基づいてサブチャネルを割り当てる
基地局装置が、ＰＵＳＣ　ｚｏｎｅおよびＡＭＣ　ｚｏｎｅの領域を変動させる例につい
て説明する。
【００９３】
　まず、実施例４に係る基地局装置４００の構成について説明する。図１５は、実施例４
に係る基地局装置４００の構成を示す図である。図１５に示すように、基地局装置４００
の制御部４４０は、割当情報取得部２４１と、サブチャネル割当決定部４４３と、伝送容
量決定部３４４とを有する。
【００９４】
　サブチャネル割当決定部４４３は、割当情報取得部２４１によって取得された割当情報
に基づいて、移動機２０に割り当てるサブチャネルを決定する。また、サブチャネル割当
決定部４４３は、分散サブチャネルに割り当てた移動機の数と、隣接サブチャネルに割り
当てた移動機の数とを、割当数記憶部３５０に記憶させる。
【００９５】
　そして、伝送容量決定部３４４は、サブチャネル割当決定部４４３によって更新された
割当数記憶部３５０から分散サブチャネルを割り当てた移動機の数と、隣接サブキャリア
を割り当てた移動機の数との比率を取得する。続いて、伝送容量決定部３４４は、フレー
ムＦ１内のＰＵＳＣ　ｚｏｎｅのサイズと、ＡＭＣ　ｚｏｎｅのサイズとの比率が、割当
数記憶部３５０から取得した比率と同様になるように、ＰＵＳＣ　ｚｏｎｅおよびＡＭＣ
　ｚｏｎｅのサイズを決定する。
【００９６】
　上述してきたように、実施例４に係る基地局装置４００は、移動機２０から送信された
割当情報に基づいて、移動機２０に割り当てるサブチャネルの方式を決定する。また、基
地局装置４００は、分散サブチャネルを割り当てた移動機の数と、隣接サブキャリアを割
り当てた移動機の数との比率に基づいて、無線リソースの比率を決定する。これにより、
基地局装置４００は、移動機に受信誤りを発生させることなく、移動機がおかれている無
線伝搬環境に応じて、サブチャネルを適切に割り当てることができ、さらに、無線リソー
スを効率よく用いることができる。
【００９７】
　以上の各実施例を含む実施形態に関し、さらに以下の付記を開示する。
【００９８】
（付記１）周波数帯が異なる複数の情報伝送チャネルを用いて移動機と通信を行う基地局
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装置であって、
　前記移動機から送信された信号に基づいて、周波数の変化に対する該信号の信号強度の
変動である周波数変動を測定する周波数変動測定手段と、
　前記移動機から送信された信号に基づいて、時間経過に対する該信号の信号強度の変動
である時間変動を測定する時間変動測定手段と、
　前記周波数変動測定手段によって測定された周波数変動が所定の周波数変動閾値よりも
大きく、かつ、前記時間変動測定手段によって測定された時間変動が所定の時間変動閾値
より小さい場合に、前記移動機に、周波数帯が隣接している情報伝送チャネルを含むチャ
ネルである隣接チャネルを割り当てるチャネル割当手段と
　を備えたことを特徴とする基地局装置。
【００９９】
（付記２）前記チャネル割当手段は、前記周波数変動が前記周波数変動閾値以下であるか
、または、前記時間変動が前記時間変動閾値以上である場合に、前記移動機に、周波数帯
が分散している情報伝送チャネルを含むチャネルである分散チャネルを割り当てることを
特徴とする付記１に記載の基地局装置。
【０１００】
（付記３）前記チャネル割当手段によって隣接チャネルに割り当てられた移動機の数と、
分散チャネルに割り当てられた移動機の数との比率に基づいて、隣接チャネルと、分散チ
ャネルとに割り当てる伝送容量の比率を決定する伝送容量決定手段をさらに備えたことを
特徴とする付記２に記載の基地局装置。
【０１０１】
（付記４）前記周波数変動測定手段は、前記周波数変動として、前記移動機から送信され
た信号の遅延スプレッドを測定することを特徴とする付記１～３のいずれか一つに記載の
基地局装置。
【０１０２】
（付記５）前記周波数変動測定手段は、前記周波数変動として、前記情報伝送チャネル毎
の信号強度における相関関数の相関係数が所定値になる周波数間隔を測定することを特徴
とする付記１～４のいずれか一つに記載の基地局装置。
【０１０３】
（付記６）前記時間変動測定手段は、前記時間変動として、前記移動機から送信された信
号のフェージング周波数を測定することを特徴とする付記１～５のいずれか一つに記載の
基地局装置。
【０１０４】
（付記７）前記時間変動測定手段は、前記時間変動として、前記移動機の移動速度を測定
することを特徴とする付記１～６のいずれか一つに記載の基地局装置。
【０１０５】
（付記８）周波数帯が異なる複数の情報伝送チャネルを用いて基地局装置と通信を行う移
動機であって、
　前記基地局装置から送信された信号に基づいて、周波数の変化に対する該信号の信号強
度の変動である周波数変動を測定する周波数変動測定手段と、
　前記基地局装置から送信された信号に基づいて、時間経過に対する該信号の信号強度の
変動である時間変動を測定する時間変動測定手段と、
　前記周波数変動測定手段によって測定された周波数変動が所定の周波数変動閾値よりも
大きく、かつ、前記時間変動測定手段によって測定された時間変動が所定の時間変動閾値
より小さい場合に、当該の移動機に、周波数帯が隣接している情報伝送チャネルを含むチ
ャネルである隣接チャネルを割り当てるチャネル割当手段と
　を備えたことを特徴とする移動機。
【０１０６】
（付記９）前記チャネル割当手段は、前記周波数変動が前記周波数変動閾値以下であるか
、または、前記時間変動が前記時間変動閾値以上である場合に、当該の移動機に、周波数
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帯が分散している情報伝送チャネルを含むチャネルである分散チャネルを割り当てること
を特徴とする付記８に記載の移動機。
【０１０７】
（付記１０）周波数帯が異なる複数の情報伝送チャネルを用いて、移動機と基地局装置と
の間で通信を行う通信システムであって、
　前記移動機は、
　前記基地局装置から送信された信号に基づいて、周波数の変化に対する該信号の信号強
度の変動である周波数変動を測定する周波数変動測定手段と、
　前記基地局装置から送信された信号に基づいて、時間経過に対する該信号の信号強度の
変動である時間変動を測定する時間変動測定手段と、
　前記周波数変動測定手段によって測定された周波数変動が所定の周波数変動閾値よりも
大きく、かつ、前記時間変動測定手段によって測定された時間変動が所定の時間変動閾値
より小さい場合に、当該の移動機に、周波数帯が隣接している情報伝送チャネルを含むチ
ャネルである隣接チャネルを割り当てることを決定し、前記周波数変動が前記周波数変動
閾値以下であるか、または、前記時間変動が前記時間変動閾値以上である場合に、当該の
移動機に、周波数帯が分散している情報伝送チャネルを含むチャネルである分散サブチャ
ネルを割り当てることを決定するチャネル割当決定手段とを備え、
　前記基地局装置は、
　前記チャネル割当決定手段によって決定されたサブチャネルに基づいて、前記移動機に
隣接サブチャネルまたは分散サブチャネルのいずれかを割り当てるチャネル割当手段
　を備えたことを特徴とする通信システム。
【０１０８】
（付記１１）前記基地局装置が、
　前記チャネル割当手段によって隣接チャネルに割り当てられた移動機の数と、分散チャ
ネルに割り当てられた移動機の数との比率に基づいて、隣接チャネルと、分散チャネルと
に割り当てる伝送容量の比率を決定する伝送容量決定手段をさらに備えたことを特徴とす
る付記１０に記載の通信システム。
【０１０９】
（付記１２）周波数帯が異なる複数の情報伝送チャネルを用いて基地局装置との間で通信
を行う移動機に情報伝送チャネルを割り当てるチャネル割当制御装置であって、
　前記移動機と前記基地局装置との間で送受信される信号に基づいて、周波数の変化に対
する該信号の信号強度の変動である周波数変動を測定する周波数変動測定手段と、
　前記移動機と前記基地局装置との間で送受信される信号に基づいて、時間経過に対する
該信号の信号強度の変動である時間変動を測定する時間変動測定手段と、
　前記周波数変動測定手段によって測定された周波数変動が所定の周波数変動閾値よりも
大きく、かつ、前記時間変動測定手段によって測定された時間変動が所定の時間変動閾値
より小さい場合に、前記移動機に、周波数帯が隣接している情報伝送チャネルを含むチャ
ネルである隣接チャネルを割り当て、前記周波数変動が前記周波数変動閾値以下であるか
、または、前記時間変動が前記時間変動閾値以上である場合に、前記移動機に、周波数帯
が分散している情報伝送チャネルを含むチャネルである分散チャネルを割り当てるチャネ
ル割当手段と
　を備えたことを特徴とするチャネル割当制御装置。
【０１１０】
（付記１３）周波数帯が異なる複数の情報伝送チャネルを用いて移動機と通信を行う基地
局装置によるチャネル割当方法であって、
　前記基地局装置が、
　前記移動機から送信された信号に基づいて、周波数の変化に対する該信号の信号強度の
変動である周波数変動を測定する周波数変動測定工程と、
　前記移動機から送信された信号に基づいて、時間経過に対する該信号の信号強度の変動
である時間変動を測定する時間変動測定工程と、



(17) JP 5115369 B2 2013.1.9

10

20

30

40

50

　前記周波数変動測定工程によって測定された周波数変動が所定の周波数変動閾値よりも
大きく、かつ、前記時間変動測定工程によって測定された時間変動が所定の時間変動閾値
より小さい場合に、前記移動機に、周波数帯が隣接している情報伝送チャネルを含むチャ
ネルである隣接チャネルを割り当てるチャネル割当工程と
　を含んだことを特徴とするチャネル割当方法。
【図面の簡単な説明】
【０１１１】
【図１】実施例１に係る基地局装置を含む通信システムを示す図である。
【図２－１】周波数変動の一例を示す図である。
【図２－２】時間変動の一例を示す図である。
【図３】実施例１に係る基地局装置の構成を示す図である。
【図４】遅延プロファイルの一例を示す図である。
【図５】実施例１に係る基地局装置によるサブチャネル割当決定処理手順を示すフローチ
ャートである。
【図６】相関関数の一例を示す図である。
【図７】実施例２に係る通信システムを示す図である。
【図８】図７に示した移動機の構成を示す図である。
【図９】図７に示した基地局装置の構成を示す図である。
【図１０】図７に示した移動機による割当情報送信処理手順を示すフローチャートである
。
【図１１】図７に示した基地局装置によるサブチャネル割当決定処理手順を示すフローチ
ャートである。
【図１２】ＯＦＤＭＡ方式におけるフレーム構造を示す概念図である。
【図１３】実施例３に係る基地局装置の構成を示す図である。
【図１４】実施例３に係る基地局装置によるサブチャネル割当決定処理手順を示すフロー
チャートである。
【図１５】実施例４に係る基地局装置の構成を示す図である。
【図１６－１】隣接サブチャネルを説明するための図である。
【図１６－２】分散サブチャネルを説明するための図である。
【符号の説明】
【０１１２】
　１、２　通信システム
　１０、１０ａ～１０ｃ、２０、２０ａ～２０ｃ　移動機
　２１　受信部
　２２　送信部
　２３　閾値記憶部
　２３ａ　周波数変動閾値
　２３ｂ　時間変動閾値
　２４　制御部
　２４ａ　周波数変動測定部
　２４ｂ　時間変動測定部
　２４ｃ　サブチャネル割当決定部
　１００、２００、３００、４００　基地局装置
　１１０　上位レイヤ
　１２０　ＰＨＹ
　１３０、２３０　閾値記憶部
　１３１　周波数変動閾値
　１３２　時間変動閾値
　１４０、２４０、３４０、４４０　制御部
　１４１　周波数変動測定部
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　１４２　時間変動測定部
　１４３、２４３、３４３、４４３　サブチャネル割当決定部
　１５０　リソースコントローラ
　２４１　割当情報取得部
　３４４　伝送容量決定部
　３５０　割当数記憶部

【図１】 【図２－１】

【図２－２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】
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【図１４】 【図１５】

【図１６－１】

【図１６－２】
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